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３

市
町
村
長
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
が
路
外
駐
車

場
配
置
等
基
準
に
適
合
せ
ず
、
歩
行
者
の
移
動
上
の
利
便
性
及
び
安
全
性
の
向
上
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
当
該
届
出
を
し
た
者
に
対
し
て
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
勧

告
を
受
け
た
者
に
対
し
、
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
の
あ
っ
せ
ん
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
出
入
口
制
限
対
象
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
設
置
の
制
限
等
）

第
六
十
二
条
の
十

都
市
再
生
整
備
計
画
に
記
載
さ
れ
た
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
に
面
す
る
土
地
に
出
入
口
制
限

対
象
駐
車
場
（
路
外
駐
車
場
で
あ
っ
て
、
自
動
車
の
駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
の
面
積
が
駐
車
場
出
入
口
制
限
道

路
の
交
通
の
現
状
及
び
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域
に
お
け
る
催
し
の
実
施
そ
の
他
の
活
動
の
実
施
の
状
況
を
勘
案

し
て
、
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
へ
の
自
動
車
の
出
入
り
に
よ
る
歩
行
者
の
安
全
及
び
滞
在
の
快
適
性
に
及
ぼ
す

影
響
が
大
き
い
も
の
と
し
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
規
模
以
上
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
設
置
し
、
又

は
当
該
土
地
に
設
置
さ
れ
た
出
入
口
制
限
対
象
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
位
置
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
当
該
出
入
口
制
限
対
象
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
を
当
該
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
に
接
し
て
設
け
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
に
接
し
て
当
該
出
入
口
制
限
対
象
駐
車
場
の
自
動
車
の
出

入
口
を
設
け
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

都
市
再
生
整
備
計
画
に
記
載
さ
れ
た
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
に
面
す
る
土
地
に
出
入
口
制
限
対
象
駐
車
場
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
出
入
口
制
限
対
象
駐
車
場
の
設
置
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
出
入
口
制
限
対
象
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
位
置
そ
の
他
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

都
市
再
生
整
備
計
画
に
記
載
さ
れ
た
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
に
面
す
る
土
地
に
設
置
さ
れ
た
出
入
口
制
限
対

象
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
位
置
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
出
入
口
制
限
対
象
駐
車
場
の
自
動

車
の
出
入
口
の
位
置
の
変
更
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
変
更
後
の
当
該
出
入
口
制
限
対
象
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
位
置
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事

項
を
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

市
町
村
長
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
が
第
一
項
の

規
定
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
届
出
に
係
る
出

入
口
制
限
対
象
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
位
置
に
関
し
設
計
の
変
更
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ

と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と

ら
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
安
全
か
つ
円
滑
な
歩
行
の
確
保
に
特
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
等
に
つ
い
て
の
配
慮
）

第
六
十
二
条
の
十
一

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
の
規
定
の
施
行
若
し
く
は
適
用
の
際
駐
車
場
出
入
口
制
限
道

路
に
面
す
る
土
地
に
出
入
口
制
限
対
象
駐
車
場
（
当
該
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
に
接
し
て
自
動
車
の
出
入
口
を

設
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。）を
現
に
設
置
し
て
い
る
者
又
は
当
該
条
例
の
規
定
の
施
行
若
し
く
は
適
用
の
後
に
同

項
た
だ
し
書
の
適
用
を
受
け
て
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
に
面
す
る
土
地
に
出
入
口
制
限
対
象
駐
車
場
を
設
置

し
、
若
し
く
は
当
該
土
地
に
設
置
さ
れ
た
出
入
口
制
限
対
象
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
位
置
の
変
更
を
し
た

者
は
、
当
該
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
に
お
け
る
安
全
か
つ
円
滑
な
歩
行
の
確
保
及
び
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域

に
お
け
る
催
し
の
実
施
そ
の
他
の
活
動
の
円
滑
な
実
施
に
つ
い
て
の
適
正
な
配
慮
を
し
て
当
該
出
入
口
制
限
対
象

駐
車
場
を
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
駐
車
施
設
の
附
置
に
係
る
駐
車
場
法
の
特
例
）

第
六
十
二
条
の
十
二

都
市
再
生
整
備
計
画
に
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域
（
駐
車
場
法
第
二
十
条
第
一
項
の
地
区
若

し
く
は
地
域
又
は
同
条
第
二
項
の
地
区
の
区
域
内
に
限
る
。）に
つ
い
て
集
約
駐
車
施
設
の
位
置
及
び
規
模
又
は
駐

車
場
出
入
口
制
限
道
路
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
同
法
第

二
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
中
「
近
隣
商
業
地
域
内
に
」
と
あ
る

の
は
「
近
隣
商
業
地
域
内
の
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域
（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二

号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
区
域
内
に
」

と
、
同
項
及
び
同
条
第
二
項
並
び
に
同
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
建
築
物
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
若

し
く
は
」
と
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
中
「
旨
を
」
と
あ
る
の
は
「
旨
、
そ
の
建
築
物
若
し
く
は
そ
の
建
築
物
の

敷
地
内
若
し
く
は
集
約
駐
車
施
設（
同
条
第
十
四
項
第
三
号
ハ
に
規
定
す
る
集
約
駐
車
施
設
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

内
に
駐
車
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
若
し
く
は
集
約
駐
車
施
設
内
に
駐
車
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
旨
又
は
当
該
条
例
の
規
定
に
よ
り
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
駐
車
施
設
で
あ
つ
て
条
例
で
定

め
る
規
模
以
上
の
も
の
の
自
動
車
の
出
入
口
（
同
号
ロ
に
規
定
す
る
自
動
車
の
出
入
口
を
い
う
。以
下
同
じ
。）は
、

駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
（
同
号
ロ
に
規
定
す
る
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
接
し
て
設

け
る
こ
と
を
制
限
す
る
旨
（
当
該
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
に
接
し
て
当
該
駐
車
施
設
の
自
動
車
の
出
入
口
を
設

け
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
条
例
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
当
該
制
限
を
適
用
し

な
い
旨
を
含
む
。）を
」
と
、「
駐
車
場
整
備
地
区
内
又
は
商
業
地
域
内
若
し
く
は
近
隣
商
業
地
域
内
の
」
と
あ
る
の

は
「
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域
の
区
域
内
の
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
地
区
内
」
と
あ
る
の
は
「
地
区
内
の
滞
在

快
適
性
等
向
上
区
域
の
区
域
内
」
と
、
同
項
及
び
同
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
旨
を
」
と
あ
る
の
は
「
旨
、

そ
の
建
築
物
若
し
く
は
そ
の
建
築
物
の
敷
地
内
若
し
く
は
集
約
駐
車
施
設
内
に
駐
車
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
旨
若
し
く
は
集
約
駐
車
施
設
内
に
駐
車
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
又
は
当
該
条
例
の
規
定
に
よ
り

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
駐
車
施
設
で
あ
つ
て
条
例
で
定
め
る
規
模
以
上
の
も
の
の
自
動
車
の
出

入
口
は
、
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
に
接
し
て
設
け
る
こ
と
を
制
限
す
る
旨
（
当
該
駐
車
場
出
入
口
制
限
道
路
に

接
し
て
当
該
駐
車
施
設
の
自
動
車
の
出
入
口
を
設
け
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
条
例

で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
当
該
制
限
を
適
用
し
な
い
旨
を
含
む
。）を
」
と
、
同
項
中
「
前
条
第
一
項
の
地
区
若

し
く
は
地
域
内
又
は
同
条
第
二
項
の
地
区
内
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
滞
在
快
適
性
等
向
上

区
域
の
区
域
内
」
と
、「
地
区
又
は
地
域
内
の
」
と
あ
り
、
及
び
「
地
区
内
の
」
と
あ
る
の
は
「
滞
在
快
適
性
等
向

上
区
域
の
区
域
内
の
」
と
す
る
。

第
八
款

普
通
財
産
の
活
用

第
六
十
二
条
の
十
三

一
体
型
事
業
実
施
主
体
等
は
、
都
市
再
生
整
備
計
画
の
期
間
内
に
限
り
、
都
市
再
生
整
備
計

画
に
記
載
さ
れ
た
第
四
十
六
条
第
十
四
項
第
四
号
に
定
め
る
事
項
に
基
づ
き
普
通
財
産
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
体
型
事
業
実
施
主
体
等
は
、
当
該
普
通
財
産
の
存
す
る
地
域
の
環
境
の
維
持
及
び

向
上
を
図
る
た
め
の
清
掃
そ
の
他
の
措
置
で
あ
っ
て
当
該
普
通
財
産
の
使
用
に
伴
い
必
要
と
な
る
も
の
を
併
せ
て

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
九
款

景
観
計
画
の
策
定
等
の
提
案

第
六
十
二
条
の
十
四

都
市
再
生
整
備
計
画
に
お
い
て
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
一
体
型

事
業
実
施
主
体
等
は
、
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
行
政
団
体
に

対
し
、当
該
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域
に
お
け
る
良
好
な
景
観
の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
景
観
計
画（
同

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
計
画
を
い
う
。以
下
同
じ
。）の
策
定
又
は
変
更
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
提
案
に
係
る
景
観
計
画
の
素
案
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

景
観
法
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
提
案
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
一
条
第
三
項
中
「
当
該
計
画
提
案
」
と
あ
る
の
は
、「
第
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
土
地
の
区
域
の
う
ち
、
一
体
と
し
て
良
好
な
景
観
を
形
成
す
べ
き
土
地
の
区
域
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
一
団
の
土
地
の
区
域
で
あ
っ
て
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
滞
在
快
適

性
等
向
上
区
域
内
の
土
地
の
全
部
又
は
一
部
を
含
む
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
計
画
提
案
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

第
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
定
め
る
も
の
」
の
下
に「
並
び
に
建
築
物
の
利
用
者
等
に
有
用
な
情
報
の
収
集
、

整
理
、
分
析
及
び
提
供
を
行
う
た
め
の
設
備
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
を
加
え
る
。

第
七
十
三
条
中
「
第
四
十
六
条
第
十
五
項
」
を
「
第
四
十
六
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。
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